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2024年3月期  決算の概要

CFO MESSAGE

　親会社株主に帰属する当期純利益は、1,589億円と、前期比14

億円の減益となったものの、業績目標（1,500億円）に対して、

105.9％での着地となりました。

　連結業務粗利益は、前期比274億円増加の6,274億円、実質業

務純益は、前期比156億円増加の2,113億円となりました。

　中計のKPIとしているコア収益（実質ベース）は、人的・知的資

本への先行投資などで経費が増加する一方、金利環境を捉えた資

金利益の増加、フィー収益の増勢基調維持により、通期目標対比

105.8％の1,587億円となりました。

　国内預貸金利益は、前期比20億円減少の3,321億円となりま

した。通期ベースでは減益となりましたが、下期は前年同期比7

億円の増益に転じています。

　円債利息等は、前期比54億円増加の309億円となりました。

金利環境変化を踏まえた有価証券ポートフォリオの構築により、

大幅に増加しました。

　フィー収益は、前期比48億円増加の2,135億円で、4期連続の

増益かつ、前年に続き、過去最高益を更新しました。

　債券関係損益（先物込）は、264億円の損失ながら、前年に実施

した外債ポートフォリオ健全化の反動により、前期比では213億

円の改善となっています。

　経費は、前期比118億円増加の4,165億円となりました。人件

費はベアを含む処遇改善などで50億円、物件費は機械化関連経

費、広告費を中心に66億円増加しましたが、ともに計画内でコン

トロールしています。

　株式等関係損益（先物込）は、政策保有株式の削減が計画を上回

るペースで進捗したことにより、前期比62億円増加の601億円

となりました。

　与信費用は356億円の費用発生、通期計画（380億円）に対する

費消率は93.8％となりました。前期比197億円の悪化となりま

したが、2023年3月期実績に大口先のランクアップに伴う戻入

影響が含まれるほか、りそなプルダニア銀行において抜本的な引

当強化を行ったことなどが背景です。

政策保有株式の議決権行使については、全議案について個別に賛否を判断し、検証を行う仕組みを構築
 議決権行使基準にかかる基本的な考え方

株主・投資家のご意見を踏まえ社内議論を進めた項目の一例
 社外取締役スモールミーティングの開催
 IR資料の改善（例 東証基準ROEの開示）
 政策保有株式削減ペースの加速
 株主還元の手法　など

株主総会
機関投資家・アナリスト向け
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政策投資で保有する株式の議決権行使は、以下の方針に則り、実施します。
（１） お客さまとの取引上の利益に囚われることなく、持続的な企業価値向上の観点から、個別に賛否を判断するよう努めます。
（２） 特定の政治的・社会的問題を解決する手段として議決権行使はいたしません。
（３） 企業もしくは企業経営者等による不祥事及び反社会的行為が発生した場合には、コーポレートガバナンスの改善に資する内容で議決権を行使します。

りそなホールディングス連結
2024年3月期

前期比
親会社株主に帰属する当期純利益 1,589 △14

1株当たり当期純利益（EPS、円） 67.77 ＋0.29

1株当たり純資産（BPS、円） 1,184.76 ＋119.45

株主資本ROE 7.2％ △0.3％
東証基準ROE 6.0％ △0.5％

業務粗利益 6,274 ＋274

資金利益 4,216 ＋23

うち国内預貸金利益※1 3,321 △20

うち円債利息等※2 309 ＋54

フィー収益 2,135 ＋48

フィー収益比率 34.0％ △0.7％
その他業務粗利益 △77 ＋201

うち債券関係損益（先物込） △264 ＋213

経費（除く銀行臨時処理分） △4,165 △118

経費率 66.3％ △1.0％
実質業務純益 2,113 ＋156

コア収益（実質ベース）※3 1,587 △48

株式等関係損益（先物込） 601 ＋62

与信費用 △356 △197

その他の臨時・特別損益 △129 △41

税金等調整前当期純利益 2,230 △20

法人税等合計 △646 △13

非支配株主に帰属する当期純利益 6 ＋19

※1 銀行合算、銀行勘定（譲渡性預金を含む）
※2 円債利息・金利スワップ収益
※3  国内預貸金利益＋円債利息等＋フィー収益＋経費、 

特殊要因（合同金信影響＋24億円、リース2社完全子会社化要因△11億円）除く

（億円）株主・投資家の皆さまとの対話
　

　株主・投資家の皆さまとの建設的な対話も大変重要と考えてい

ます。りそなグループの経営戦略や財務状況などに関して、株主・

投資家の皆さまから的確に理解され、信頼と正当な評価を得るこ

とを目指すとともに、様々な議論をさせていただくことを通じて、

当グループの持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を図って

いきたいと考えています。

　2024年3月期も、積極的に対話機会の拡充に努めました。機関

投資家の皆さまとは、決算説明会や個別ミーティング、スモール

ミーティングなどを通じて対話を重ねており、海外 IRも積極的に

実施するなかで、面談件数が増加しています。個人投資家の 

皆さまに対しては、オンライン説明会や株主セミナーの開催、

YouTube動画の配信などを通じて、情報提供機会の拡充に努めて

います。

　株主・投資家の皆さまからいただいた貴重なご意見は、定期的

に取締役会などに報告し、経営戦略に反映するとともに、当社に対

する市場からの評価や期待値などについての社内理解促進にも努

めています。2024年3月期には、投資家の皆さまからのご要望を

踏まえて、社外取締役とのスモールミーティングを実施しました。

また、例えば、2024年3月期 IR資料における「東証基準ROE」「ク

レジットコストにかかる長期データ」「資本アロケーションの計

画と実績」などの開示は、市場の皆さまからの声を反映して開示の

改善に努めたものです。政策保有株式削減の加速、株主還元の手

法などについて社内で議論する際にも、株主・投資家の皆さまと

の対話のなかでの議論を参考にさせていただきました。

　今後も、SXへの取り組みなど非財務情報も含めてさらなる情報

発信の充実に努めていきます。引き続き、情報の非対称性の解消

を通じた資本コストの低減も意識しながら、公平かつ公正な情報

開示に努め、株主・投資家の皆さまとの建設的な対話の拡充を

図っていきます。

2024年3月期　対話実績　

2023/3期 2024/3期

国内
預貸金利益
△20

左記以外の
資金利益
＋43

フィー収益
＋48

その他
業務粗利益
＋201

経費
△118

株式等関係
損益（先物込）
＋62

与信費用
△197

その他
△35

前期比
△14

1,5891,604

業務粗利益 ＋274

実質業務純益 ＋156（億円）

【親会社株主に帰属する当期純利益の前期比増減要因】

平残要因 ＋123 
利回り要因 △143

決済関連 ＋28
法人ソリューション ＋18
AUM ＋16

債券関係損益（先物込） ＋213
うち、円債 △70、外債  ＋283

人件費 △50
物件費 △66
税金      △1

純投資 ＋11
政策保有株式 ＋51
（実績値） 
2023/3期 513
2024/3期 564 

実績値
2023/3期 △159
2024/3期 △356

※1 2024/4月実施分を含む

価値創造ストーリー 企業価値向上に向けた取り組み 価値創造を支える仕組み 財務・非財務情報、会社情報
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